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環境
・

体制整備

1
⼦どもの活動等のスペースが⼗分に確保さ
れているか

引き続き環境調整に取り組んでいきたいと考えます。

2 職員の配置数や専⾨性は適切であるか
職員の健康状態を把握し、パフォーマンスが発揮できるよう検討します。障
害の特性理解や⽀援の質向上にむけて取り組んでいきたいと考えます。

3

適切な⽀
援
の提供

4
⼦どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画*1が作成されているか

今年度は、担当スタッフと児発管2名体制で⾯談と相談を⾏いました。より
保護者様やご本⼈のニーズや課題を保護者様と共有できるように、⾯談を実
施したいと考えます。

5
活動プログラム*2が固定化しないよう⼯
夫されているか

５領域を意識し、様々なイベントを企画したいと考えます。お⼦さんが関⼼
を持ち参加できるよう検討していきたいと考えます。

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
害のない⼦どもと活動する機会があるか

交流について、ニーズの有無は様々ですが、放課後等デイサービスとして、
地域での⾃⽴した⽣活につながるように前向きに検討していきたいと考えま
す。

保護者へ
の説明等

7
⽀援の内容、利⽤者負担等について丁寧
な説明がなされたか

契約時のみでなく、年度切替時など適宜説明の機会を設けたいと考えます。
丁寧な説明を⼼がけたいと考えます。

8
⽇頃から⼦どもの状況を保護者と伝え合
い、⼦どもの発達の状況や課題について
共通理解ができているか

来年度は、⼦育てサポートを活⽤し、⽀援⾒学や情報共有に⼒を⼊れたいと
考えます。対⾯のみでなく、電話やオンライン相談機会を増やします。専⾨
家による相談の機会も設けます。

9
保護者に対して⾯談や、育児に関する助⾔
等の⽀援が⾏われているか

来年度は、⼦育てサポートを活⽤し、⽀援⾒学や情報共有に⼒を⼊れたいと
考えます。対⾯のみでなく、電話やオンライン相談機会を増やします。専⾨
家による相談の機会も設けます。

10
⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開
催等により保護者同⼠の連携が⽀援され
ているか

保護者会は今年度、できるだけ回数を多く実施しました。オンラインを併⽤
し、いろいろな⽅が参加しやすいよう⼯夫しております。来年度は年間予定
の中に保護者会を設定します。
保護者交流を⽬的とした保護者カフェを上北台で開催しました。来年度も実
施いたします。
保護者参加の交流会も実施しました。来年度は保護者参加が可能な⾏事も多
く取り⼊れたいと考えます。

11

⼦どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、⼦どもや保
護者に周知・説明し、苦情があった場合
に迅速かつ適切に対応しているか

相談窓⼝を周知します。
相談があった場合、迅速な対応を⾏います。

12
⼦どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

ご来所時のお⼦さんとの対話を⼤切にし、ニーズを共有できるようにしてい
きたいと考えます。⾔語化が難しいお⼦さんの気持ちを理解できるよう職員
のスキル向上に努めます。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や⾏事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する⾃⼰評価の結果を⼦どもや保護
者に対して発信しているか

毎⽉のプログラムを、HUGで確認できるようにいたします。SNSでの活動
報告も頻度を上げていきたいと考えます。⾃⼰評価結果はHPに掲載してお
ります。

14 個⼈情報に⼗分注意しているか 引き続き、個⼈情報の取り扱いに注意します。

⾮常時等
の対応

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアルを策定し、保
護者に周知・説明されているか

事業所⼊⼝と相談室にマニュアルを設置しております。WEBに掲載し、閲
覧できるようにします。

16
⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、
救出、その他必要な訓練が⾏われている
か

⽉に⼀回地震・⽕災訓練をしています。

満⾜度 17 ⼦どもは通所を楽しみにしているか
スタッフの対応やプログラムなど、楽しみな場所、安⼼できる場所になるよ
う環境づくりを⾏います。

18 事業所の⽀援に満⾜しているか

・ご利⽤者様に応じて、課題の内容や量を調整し、スモールステップで成⻑
できるように⽀援をしていきたいと考えます。
・多くの⽅がご利⽤いただけるよう、利⽤回数など検討しつつ、利⽤時間の
延⻑ができるようにプログラムを調整したいと考えます。
・外部機関で取られたWISCなどの⼼理検査や、他のアセスメントををもと
に⽀援内容を検討し、スタッフで共有していきます。よりいっそう特性に合
わせた⽀援ができるようスタッフのスキルアップを図っていきたいと考えま
す。

事業所の設備等は、スロープや⼿すりの
設置などバリアフリー化の配慮が適切に
なされているか

⼊り⼝に段差がありますが、スロープの設置が可能です。個別に配慮が必要
な児童に対応を検討できるよう、適宜職員研修を⾏ってまいりたいと考えま
す。


